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白川における治水対策の現状と課題

白川橋右岸下流

流失直前の明午橋の様子
めいご

昭和昭和2828年年66月に戦後最大の洪水が発生月に戦後最大の洪水が発生

昭和昭和5555年出水を契機に白川激甚災年出水を契機に白川激甚災
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S55.8洪水 白川橋右岸下流S57.7洪水

対策を実施したことにより同規模の
洪水でも越水を免れた
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白川は、昭和２８年６月に戦後最大の洪水をうけ河川改修に着手し、戦後の混乱期以降に林立した不法占用家屋等

の是正や、森の都熊本の象徴である「緑の区間（大甲
たいこう

橋～明午
め い ご

橋間）」における治水と景観などを融合した河川改修など

市街部ならではの課題を丁寧に解決しながら着実に流下能力の向上を図っている。 

しかしながら、未だ整備途上段階にあるため、現時点で大きな洪水が発生すれば、広範囲に渡り氾濫被害が発生する

恐れがある。 

森の都熊本の象徴である「緑の区間森の都熊本の象徴である「緑の区間

（大甲橋～明午橋）」の改修を実施（現在）（大甲橋～明午橋）」の改修を実施（現在）
たいこう めいご

よつぎ

銀座橋

白川

本荘地区（白川本荘地区（白川12k80012k800付近）付近）

白川

銀座橋

不法占用家屋等の是正不法占用家屋等の是正

（（S40S40～～6060年代）年代）



河川整備計画における洪水による災害の発生防止又は軽減に関する目標
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22.000km地点の整備断面図22.000km地点の整備断面図22.000km地点の整備断面図

白川4.200 km地点横断図（直轄区間）

 

掘削

築堤

◆洪水対策 
・ 阿蘇ブロック（立野から上流）：流出抑制効果のある遊水地の建設に取り組む。これにより、黒川流域のうち、阿蘇町と一宮町（現阿

蘇市）において、H2 年 7 月 2 日洪水と同程度の洪水に対して家屋の浸水被害が生じないようにする。また、黒川と白川の合流点下

流の立野に洪水調節を目的とした立野ダムを建設し、黒川の遊水地の洪水調節効果とあわせて、立野ダムより下流側における洪
水のピーク流量を低減する。 

・ 中流ブロック（小磧
お ぜ き

橋から上流 9.4km の区間について）：市街部・下流ブロックにおける流下能力と同程度の 1,500m3/s とする。 

・ 市街部・下流ブロック（河口から小磧
お ぜ き

橋）：昭和 55 年 8 月 30 日洪水、平成 2 年 7 月 2 日洪水と同程度の洪水を安全に流すこととし

て、基準地点である代
よ

継
つぎ

橋地点での流量 2,300m3/sを洪水調節施設で 300m3/s 調節し、2,000m3/s の流量が安全に流下できる河道
とする。 

◆対象期間 
・ 河川整備の当面の目標はおおむね 20～30 年 

◆実施内容 
・ 河道改修（※）＋立野ダム建設＋黒川遊水地（７箇所）建設 

 （※）河道改修とは、無堤及び小堤区間の築堤及び河岸掘削等である。 

白川22.000 km地点横断図（指定区間）

白川水系河川整備計画の概要（白川水系河川整備計画の概要（H14.7H14.7策定）策定）
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黒川

白川

立
野
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ム

黒川
遊水地群

2,000m3/s
［2,300m3/s］

（市街地・下流ブロック）

2,000m3/s 1,500m3/s

整備計画未策定区間

［△200m3/s］

代継橋地点に
おける効果

整備計画策定区間 整備計画策定区間

基準地点：代継橋

小磧橋から
上流9.4km

（中流ブロック）

現況河道

【指定区間】【直轄区間】 （阿蘇ブロック）

【直轄区間】

【直轄区間】

【指定区間】

【指定区間】

整備計画策定区間
［△100m3/s］

代継橋地点に
おける効果



●白川沿川は、国が管理する区間（直轄区間）と熊本県が管理する区間（指定区間）で地形・地域条件が
異なっていることから、治水対策案の立案にあたっては、その地形・地域条件を踏まえた検討が必要。
・下流の直轄区間沿川は、市街化が著しく、天井川となっているため、氾濫した場合、広範囲にわたり
熊本市役所庁舎など中心市街地において多大な被害が発生することが予測される。
・中流の指定区間沿川は、主に田畑が広がり、河岸段丘となっているため被害は沿川に集中すること
が予測される。

■下流（直轄区間）※熊本市街部 ■中流（指定区間） ※熊本市～菊陽町～大津町

白
川

白
川

白
川

白川沿川の特徴
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Ａ

Ａ‘

Ａ Ａ‘

熊本県
整備計画策定区間

（中流ブロック）

国
整備計画策定区間

（市街部・下流ブロック）

整備計画策定区間

整備計画未策定区間

整備計画未策定区間



「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に示されている方策に沿って、立野ダム
の効果を代替えする効果を有する方策の組合せの案を検討する。

治水対策案の基本となる方策（１）

4

に関する効果
効果を定量的に見込
むことが可能か

ダム ピーク流量を低減 可能 ダムの下流　※２ －

ダムの有効活用 ピーク流量を低減 可能 ダムの下流　※２ －

遊水地（調節池）等 ピーク流量を低減 可能 遊水地の下流　※２ －

放水路（捷水路） ピーク流量を低減 可能 分流地点の下流　※２ －

河道の掘削 流下能力を向上 可能
対策実施箇所の付近
及び上流　※２

－

引堤 流下能力を向上 可能
対策実施箇所の付近
及び上流　※２

－

堤防のかさ上げ 流下能力を向上 可能
対策実施箇所の付近
※２

－

河道内の樹木の伐
採

流下能力を向上 可能
対策実施箇所の付近
及び上流　※２

－

決壊しない堤防 －　※３ －
対策実施箇所の付近
※２

技術的に可能となるなら、水位が堤防高を超えるまでの間
は避難することが可能となる。

決壊しづらい堤防 －　※４ －
対策実施箇所の付近
※２

技術的に可能となるなら、避難するための時間を増加させ
る効果がある。

高規格堤防 －　※５ －
対策実施箇所の付近
※２

避難地として利用することが可能である。

排水機場 － －
排水機場が受け持つ
支川等の流域

－

※１　主に現行の治水計画で想定している程度の大きさの洪水に対する効果等。
※２　効果が発現する場所には、堤防が決壊した場合又は溢水した場合に氾濫が想定される区域を含む。

※５　河道の流下能力向上を計画上見込んでいない。なお、全区間の整備が完了すると、結果的に計画高水流量以上の流量が流下する。

【河川を中心とした対策】

※４　長大な堤防（高さの低い堤防等を除く）については、経済的、社会的な課題を解決しなければならない。堤防が決壊する可能性があり、流下能力の確実な向上を見込むことは困難で、
今後調査研究が必要である。

方策
河道の流量低減又は流下能力向上

効果が発現する場所 その他

治水上の効果等　※１

※３　長大な堤防（高さの低い堤防等を除く）については、経済的、社会的な課題を解決しなければならない。仮に現行の計画高水位以上でも決壊しない技術が確立されれば、河道の流下能
力を向上させることができる。



治水対策案の基本となる方策（２）
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に関する効果
効果を定量的に見込
むことが可能か

雨水貯留施設
地形や土地利用の状況等によって、ピーク
流量を低減させる場合がある。

ある程度推計可能
対策実施箇所の下流
※２　※３

－

雨水浸透施設
地形や土地利用の状況等によって、ピーク
流量を低減させる場合がある。

ある程度推計可能
対策実施箇所の下流
※２

－

遊水機能を有する
土地の保全

河川や周辺の土地の地形等によって、ピー
ク流量を低減させる場合がある。

ある程度推計可能
遊水機能を有する土
地の下流　※２

－

部分的に低い堤防
の存置

越流部の形状や地形等によって、ピーク流
量を低減させる場合がある。

ある程度推計可能
対策実施箇所の下流
※２

－

霞堤の存置
河川の勾配や霞堤の形状等によって、ピー
ク流量を低減させる場合がある。

ある程度推計可能
対策実施箇所の下流
※２

－

輪中堤 － ※４ － 輪中堤内 －

二線堤 －　※４ － 対策実施箇所の付近 －

樹林帯等 － －
対策実施箇所の付近
※２

－

宅地のかさ上げ、ピ
ロティ建築等

－　※４ －
かさ上げやピロティ化
した住宅

かさ上げやピロティ化により浸水被害を軽減

土地利用規制 －　※４ － 規制された土地 規制の内容によっては、浸水被害を軽減

水田等の保全 －　※５
ある程度推計ができ
る場合がある

水田等の下流
※２　※６

－

森林の保全 －　※７
精緻な手法は十分確
立されていない

森林の下流　※２ －

洪水の予測、情報
の提供等

－ － 氾濫した区域
人命など人的被害の軽減を図ることは可能である。ただし、一般
的に家屋等の資産の被害軽減を図ることはできない。

水害保険等 － － 氾濫した区域 水害の被害額の補填が可能となる。

※１　主に現行の治水計画で想定している程度の大きさの洪水に対する効果等。
※２　効果が発現する場所には、堤防が決壊した場合又は溢水した場合に氾濫が想定される区域を含む。
※３　低平地に設置する場合には、内水を貯留することにより対策実施箇所付近に効果がある場合がある。

※６　内水対策として対策実施箇所付近に効果がある場合もある。
※７　森林面積を増加させる場合や顕著な地表流の発生がみられるほど荒廃した森林を良好な森林に誘導した場合、洪水流出を低下させる可能性がある。

【流域を中心とした対策】

※４　当該方策そのものに下流の河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はない。なお、他の方策（遊水機能を有する土地の保全等）と併せて対策が行われれ
ば、下流の河道流量が低減する場合がある。

※５　治水計画は、一般的に水田を含む現況の土地利用のもとで降雨が河川に流出することを前提として策定されており、現況の水田の保全そのものに下流の河道のピーク流量を低減さ
せたり、流下能力を向上させたりする機能はない。

方策
河道の流量低減又は流下能力向上

効果が発現する場所 その他

治水上の効果等　※１



白川流域への適用性（河川を中心とした対策）
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※１ 細目とは、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」を指す

１．白川水系河川整備計画では、事業中の立野ダムや黒川遊水地群を完成させること等により、阿蘇ブロック（阿蘇市）では平成2年7月2日洪水と同程度の洪水に
対して家屋被害が生じないように、中流ブロックでは本計画策定時の市街部・下流ブロックにおける流下能力と同程度の流量、市街部・下流ブロックでは昭和55年8
月30日洪水、平成2年7月2日洪水と同程度の洪水を安全に流下させることとしている。

２．「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に示されている方法に沿って、立野ダムに代替する効果を有する方策の組合せの案を基本として立
案する。
３．複数の治水対策案は、白川水系河川整備計画と同程度の治水安全度を達成することを基本として立案する。なお、指定区間のうち、整備計画未策定区間に関し
ては、指定区間の整備計画策定区間における目標と同程度の洪水に対して、立野ダムに代替する効果を有する方策の組合せの案を基本として立案する。
４．ただし、整備計画未策定区間における「立野ダムに代替する効果」とは、ダムが無い場合の水位が地盤高又は堤防天端高を超える箇所において、地盤高又は
堤防天端高以下に水位を抑える効果（ただし最大でダムによる水位低下効果を上限とする）をいう。

組合せの対象としている方策
今回の検討において組合せの対
象としなかった方策

河道・流域管理、災害時の被害軽減の
観点から推進を図る方策

方策の概要 白川流域への適用性

1. ダム
河川を横過して流水を貯留することを目的とした構造
物。ピーク流量を低減。

立野ダムについて、事業の進捗状況を踏まえて検討。

2. ダムの有効活用
既設ダムをかさ上げ等により有効活用。ピーク流量を低
減。

白川流域において既設のダムは存在しない。

3. 遊水地（調節地）等 洪水の一部を貯留する施設。ピーク流量を低減。 白川沿川で貯留効果が期待できる候補地を選定し検討。

4. 放水路（捷水路）
放水路により洪水の一部を分流する。ピーク流量を低
減。

効率的に治水効果を発揮できるルートで検討。

5. 河道の掘削
河道の掘削により河川の断面積を拡大する。流下能力を
向上。

利水への影響、流下断面、縦断方向の河床高の状況を踏まえ検討。

6. 引堤
堤防を居住地側に移設し河川の断面積を拡大する。流下
能力を向上。

用地補償や横断工作物の状況を踏まえ検討。

7. 堤防のかさ上げ
堤防の高さを上げて河川の断面積を拡大する。流下能力
を向上。

用地補償、横断工作物、既設の堤防高の状況を踏まえ検討。

8. 河道内の樹木の伐採 河道内に繁茂した樹木を伐採。流下能力を向上。
河道対策と合わせて樹木伐採を行うとともに、河道管理の観点から樹木群の拡大防止を
図ることとし、全ての治水対策案の方策として組み合わせる

9. 決壊しない堤防 決壊しない堤防の整備により避難時間を増加させる。
長大な堤防については、経済的、社会的な課題を解決しなければならない。また、仮に
現行の計画高水位でも決壊しない技術が確立されれば、河道の流下能力を向上させるこ
とができる。

10. 決壊しづらい堤防 決壊しづらい堤防の整備により避難時間を増加させる。
長大な堤防については、経済的、社会的な課題を解決しなければならない。また、堤防
が決壊する可能性があり、流下能力の確実な向上を見込むことは困難で、今後調査研究
が必要である。

11. 高規格堤防
通常の堤防より居住地側の堤防幅を広くし、洪水時の避
難地としても活用。

河道の流下能力向上を計画上見込んでいない。なお、全区間で整備が完了すると結果的
に計画高水流量以上の流量が流下する。現時点で背後地の再開発等と同時に効率的に進
められる都市の開発計画等がなく、沿川に適地がない。

12. 排水機場 排水機場により内水対策を行うもの。
白川中・下流域においては支川の流入がほとんど無く、排水機場の設置が必要となる内
水被害の発生箇所が無い。

細目※１に
示されている方策

河
川
を
中
心
と
し
た
対
策



白川流域への適用性（流域を中心とした対策）
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※１ 細目とは、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」を指す

組合せの対象としている方策
今回の検討において組合せの対
象としなかった方策

河道・流域管理、災害時の被害軽減の
観点から推進を図る方策

方策の概要 白川流域への適用性

13. 雨水貯留施設
雨水貯留施設を設置する。ピーク流量が低減される場合
がある。

白川流域内の校庭、公園及び農業用ため池を対象として検討。

14. 雨水浸透施設
雨水浸透施設を設置する。ピーク流量が低減される場合
がある。

白川流域内の宅地を対象として検討。

15.
遊水機能を有する
土地の保全

遊水機能を有する土地を保全する。ピーク流量を低減さ
せる場合がある。

河道に隣接し、遊水機能を有する池、沼沢、低湿地等は存在しないが、輪中堤の検討
と合わせて田畑部等で遊水する土地の保全を検討。

16. 部分的に低い堤防の存置
部分的に低い堤防を存置する。ピーク流量が低減される
場合がある。

堤防が整備されていない部分的に低い箇所において検討。

17. 霞堤の存置
霞堤を存置し洪水の一部を一時的に貯留する。ピーク流
量が低減される場合がある。

白川流域においては遊水機能を有する霞堤は存在しない。

18. 輪中堤 輪中堤により特定の区域を洪水氾濫から防御する。
下流の河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はないが、
小集落を防御するためには効率的な場合があるため、中流域において検討。

19. 二線堤
堤防の居住地側に堤防を設置する。洪水氾濫の拡大を防
止。

白川下流域は市街部を流下しており、新たに二線堤を設置する適地がない。中流域は
流下型の氾濫形態となっており、二線堤の効果が発現される地形条件がない。

20. 樹林帯等
堤防の居住地側に帯状に樹林を設置する。堤防決壊時の
拡大抑制。

災害時の被害軽減等の観点から推進を図る努力を継続するものとし、全ての治水対策
案の方策として組み合わせる。

21. 宅地のかさ上げ・ﾋﾟﾛﾃｨ建築等
宅地の地盤高を高くしたり、ピロティ建築にする。浸水
被害を軽減。

下流の河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はないが、
個別の土地等の被害軽減を図る対策として中流域において検討。

22. 土地利用規制
災害危険区域等を設定し土地利用を規制する。資産集中
等を抑制し被害を軽減。

下流の河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はないが、
遊水機能を有する土地の保全や輪中堤、宅地かさ上げとあわせて検討。

23. 水田等の保全（機能の保全） 水田の保全により、治水機能を保全する。
流域管理の観点から推進を図る努力を継続するものとし、全ての治水対策案の方策と
して組み合わせる。

23. 水田等の保全（機能の向上）
落水口の改造、畦班の嵩上げ等により水田の治水機能を
向上させる。

白川流域内の水田を対象に機能の向上を検討。

24. 森林の保全 森林保全により雨水浸透の機能を保全する。
流域管理の観点から推進を図る努力を継続するものとし、全ての治水対策案の方策と
して組み合わせる。

25. 洪水の予測・情報の提供等 洪水の予測・情報提供により被害の軽減を図る。
災害時の被害軽減等の観点から推進を図る努力を継続するものとし、全ての治水対策
案の方策として組み合わせる。

26. 水害保険等 水害保険により被害額の補填が可能。
河川整備水準を反映して保険料率に差を設けることができれば、土地利用誘導・建築
方式対応等の手法として検討することができる

流
域
を
中
心
と
し
た
対
策

細目※１に
示されている方策

１．白川水系河川整備計画では、事業中の立野ダムや黒川遊水地群を完成させること等により、阿蘇ブロック（阿蘇市）では平成2年7月2日洪水と同程度の洪水に
対して家屋被害が生じないように、中流ブロックでは本計画策定時の市街部・下流ブロックにおける流下能力と同程度の流量、市街部・下流ブロックでは昭和55年8
月30日洪水、平成2年7月2日洪水と同程度の洪水を安全に流下させることとしている。

２．「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に示されている方法に沿って、立野ダムに代替する効果を有する方策の組合せの案を基本として立
案する。
３．複数の治水対策案は、白川水系河川整備計画と同程度の治水安全度を達成することを基本として立案する。なお、指定区間のうち、整備計画未策定区間に関し
ては、指定区間の整備計画策定区間における目標と同程度の洪水に対して、立野ダムに代替する効果を有する方策の組合せの案を基本として立案する。
４．ただし、整備計画未策定区間における「立野ダムに代替する効果」とは、ダムが無い場合の水位が地盤高又は堤防天端高を超える箇所において、地盤高又は
堤防天端高以下に水位を抑える効果（ただし最大でダムによる水位低下効果を上限とする）をいう。



●治水対策案の検討にあたっては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」で示された方策のう
ち、白川流域に適用可能な方策を組み合わせる。

●治水対策案の立案にあたっては、「白川沿川の地形・地域条件」を踏まえ適用性を検討する。

（１）「洪水を安全に流下させる案」

流域の地形・地域条件に応じて適用可能な方策の組み合わせを検討する。

（２）「できるだけ洪水を河道外に貯留する案」

できるだけ洪水を河道外に貯留させるための遊水地を検討したうえで、安全度が不足する分について河道
の対策を行う案。なお、河道の対策としては用地買収や構造物の改築が一番少なくなりコスト的に最も優位
と想定される河道掘削と組み合わせる。

（３）「できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案」

できるだけ雨水貯留施設、雨水浸透施設、水田等の保全（機能の向上）を実施し雨水の河川への流出を抑
制したうえで、安全度が不足する分について河道の対策を行う案。なお、河道の対策としては用地買収や構
造物の改築が一番少なくなりコスト的に最も優位と想定される河道掘削と組み合わせる。

（４）「洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐ案」

洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐために、上流で家屋が点在している区間において家屋部を洪水氾濫から
守るとともに、土地利用規制等を行い資産の集中を抑制させる。それ以外の区間については河道にて安全
に流下させる案。なお、河道の対策としては用地買収や構造物の改築が一番少なくなりコスト的に最も優位
と想定される河道掘削と組み合わせる。

（５）「できるだけ雨水の河川への流出を抑制したうえで、洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐ案」

（３）と（４）を組み合せ、安全度が不足する分について河道の対策を行う案。なお、河道の対策としては用地
買収や構造物の改築が一番少なくなりコスト的に最も優位と想定される河道掘削と組み合わせる。

治水対策案の組合せの考え方

8



治水対策案の一覧表
組合せは、各方策の白川流域への適用性の検討結果を踏まえたものとする。

（１）洪水を安全に流下させる案（治水対策案①～⑦）
（２）できるだけ洪水を河道外に貯留する案（治水対策案⑧～⑪）
（３）できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案（治水対策案⑫）
（４）洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐ案（治水対策案⑬）
（５）できるだけ雨水の河川への流出を抑制したうえで、洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐ案（治水対策案⑭）

9(1) (2) (3) (4) (5)

河川整備計画 治水対策案① 治水対策案② 治水対策案③ 治水対策案④ 治水対策案⑤ 治水対策案⑥ 治水対策案⑦ 治水対策案⑧ 治水対策案⑨ 治水対策案⑩ 治水対案⑪ 治水対策案⑫ 治水対策案⑬ 治水対策案⑭

立野ダム

河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修 河道改修

黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群 黒川遊水地群

河道の掘削
河道の掘削

（放水路上流）
河道の掘削

（放水路上流）
河道の掘削

（放水路上流）
河道の掘削

（放水路上流）
河道の掘削

河道の掘削
（遊水地上流）

河道の掘削 河道の掘削 河道の掘削 河道の掘削 河道の掘削

引堤

堤防かさ上げ

放水路
（右岸ルート）

放水路
（坪井川へ放水）

放水路
（緑川へ放水）

放水路
（緑川へ放水：下流

案）

遊水地
（黒川）

遊水地
（白川中流）

遊水地
（地役権方式）

遊水地
（既存活用）

坪井川の改
修

緑川の改修 緑川の改修

雨水貯留
施設

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

雨水浸透
施設

水田等の保全
（機能の向上）

水田等の保全
（機能の向上）

遊水機能を有す
る土地の保全、部
分的に低い堤防

の存置

遊水機能を有す
る土地の保全、部
分的に低い堤防

の存置

土地利用
規制

土地利用
規制

輪中堤・宅地
かさ上げ、ピ
ロティ建築

流
域
を
中
心
と
し
た
対
策

河道・流域管理
の観点から推
進を図る方策

河
川
整
備
計
画

輪中堤・宅地
かさ上げ、ピ
ロティ建築

河
川
を
中
心

と
し
た
対
策

河道内の樹木の伐採、樹林帯等、水田等の保全（機能の保全）、森林の保全、洪水の予測・情報の提供等



河川整備計画 河道改修＋黒川遊水地群＋立野ダム（1/2）

【河川整備計画の概要】
■河道改修を実施するとともに、黒川遊水地群の建設、立野ダムの建設により、河川整備計画の治水安全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群及び白川と黒川の合流点下流に立野ダムを建設する。

・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。

●河道改修

・河道を約130万m3掘削する。

・築堤を約20万m3行う。

・残土を約110万m3処理する。

・流下阻害となっている3橋の改築を行う。

●ダム建設

・立野ダム建設予定地の用地（民有地）取得

と家屋移転は完了しており、今後は仮

排水路トンネル、工事用道路（ダム本体用）

ダム本体等の工事を行う予定。

●遊水地

・遊水地を４箇所設置する。

・約420万m3の掘削を行う。

・周囲堤の築堤を約9万m3行う。

・残土を約410万m3処理する。

・約100haの用地買収を行う。

10

白川水系河川整備計画の概要（白川水系河川整備計画の概要（H14.7H14.7策定）策定）

有
明
海

黒川

白川

立
野
ダ
ム

黒川
遊水地群

2,000m3/s
［2,300m3/s］

（市街地・下流ブロック）

2,000m3/s 1,500m3/s

整備計画未策定区間

［△200m3/s］

代継橋地点に
おける効果

整備計画策定区間 整備計画策定区間

基準地点：代継橋

小磧橋から
上流9.4km

（中流ブロック）

現況河道

【指定区間】【直轄区間】 （阿蘇ブロック）

【直轄区間】

【直轄区間】

【指定区間】

【指定区間】

整備計画策定区間
［△100m3/s］

代継橋地点に
おける効果

有
明
海

黒川

白川

立
野
ダ
ム

黒川
遊水地群

2,000m3/s
［2,300m3/s］

（市街地・下流ブロック）

2,000m3/s 1,500m3/s

整備計画未策定区間

［△200m3/s］

代継橋地点に
おける効果

整備計画策定区間 整備計画策定区間

基準地点：代継橋

小磧橋から
上流9.4km

（中流ブロック）

現況河道

【指定区間】【直轄区間】 （阿蘇ブロック）

【直轄区間】

【直轄区間】

【指定区間】

【指定区間】

整備計画策定区間
［△100m3/s］

代継橋地点に
おける効果



河川整備計画 河道改修＋黒川遊水地群＋立野ダム（2/2）

立野ダム建設
（予定地）

小倉遊水地建設

跡ヶ瀬遊水地建設

車帰遊水地建設

約200m

約
9
0
m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位
EL 276m

ダム天端高
EL282m

本ダム 副ダム
立野ダム下流面図 立野ダム縦断図

立野ダムの主な諸元

ダム型式 ：曲線重力式コンクリートダム
総貯水容量：約1,000万m3

白川位置図

明午橋改築
めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

くるまかえり

あとがせ

おくら

手野遊水地建設
ての

11

国 整備計画策定区間

熊本県
整備計画策定区間



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確

保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。

・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。

・河口から立野ダム建設予定地までの区間において、流下断面積が不足する箇所で河道の掘削を行う。

●河道改修
・河道を約200万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約180万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある8堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。
・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。
・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●留意事項

・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。

治水対策案① 河道の掘削（1/2）

12

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである
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治水対策案① 河道の掘削（2/2）

小倉遊水地建設

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

おくら

手野遊水地建設
ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

瀬田堰改築

せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

迫玉岡堰改築
さこたまおか

上井手堰改築
うわいで

三本松堰改築

さんぼんまつ

薄場橋改築

うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・下り）改築

しらかわ

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

渡鹿堰改築

とろく

上村橋

１～２m

１～２m

32/400付近

7/400付近

熊本県
整備計画策定区間

国 整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、引堤により、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。

・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。

・河口から立野ダム建設予定地までの区間において、流下断面積が不足する箇所で引堤を行う。

●河道改修

・河道を約180万m3掘削する。

・築堤を約50万m3行う。

・残土を約130万m3処理する。

・流下阻害となっている3橋の改築を行う。

・引堤を約10km実施する。

・引堤により影響のある11橋の改築を行う。

・引堤に伴い、用地取得、家屋及び事業所等（約800戸）の移転を実施する。

●遊水地

・遊水地を４箇所設置する。

・約420万m3の掘削を行う。

・周囲堤の築堤を約9万m3行う。

・残土を約410万m3処理する。

・約100haの用地買収を行う。

●留意事項

・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。

・用地の取得、家屋及び事業所などの移転が生じ、地域社会に与える影響が懸念される。

治水対策案② 引堤（1/2）

14

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



15

治水対策案② 引堤（2/2）

手野遊水地建設
ての

明午橋改築
めいご

龍神橋改築

りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

上村橋改築
うえむら

日暮橋改築
ひぐれ 内牧橋改築

うちのまき

薄場橋改築

うすば

ＪＲ白川橋梁（上
り・下り）改築

しらかわ

新世安橋改築
しんよやす

ＪＲ白川第一橋梁改築
しらかわだいいち

蓮台寺橋改築

れんだいじ

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設

あとがせ

小倉遊水地建設

おくら

引堤後
堤防法線

川手橋改築
かわて

津白橋改築

つしろ

引堤後
堤防法線

橋梁継足

橋梁継足

橋梁継足

9/600付近

32/900付近

熊本県
整備計画策定区間

国 整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、堤防のかさ上げにより、河川整備計画と同程度の治水安全度

を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。

・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。

・河口から立野ダム建設予定地までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、堤防のかさ上げを行う。

●河道改修

・河道を約130万m3掘削する。

・築堤を約50万m3行う。

・残土を約80万m3処理する。

・流下阻害となっている3橋の改築を行う。

・堤防のかさ上げを約15km実施する。

・堤防のかさ上げにより影響のある16橋の改築を行う。

・堤防嵩上げに伴い、用地取得、家屋（約20戸）の移転を実施する。

●遊水地

・遊水地を４箇所設置する。

・約420万m3の掘削を行う。

・周囲堤の築堤を約9万m3行う。

・残土を約410万m3処理する。

・約100haの用地買収を行う。

●留意事項

・堤防のかさ上げにより、全川にわたって水位が高くなり、被害ポテンシャルが増大する。

・多くの道路橋、鉄道橋をかさ上げする必要が生じ、地域社会に与える影響が懸念される。

治水対策案③ 堤防のかさ上げ（1/2）

16

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



17

治水対策案③ 堤防のかさ上げ（2/2）

手野遊水地建設
ての

吉原橋改築

龍神橋改築

明午橋改築

めいご

りゅうじん

よしはら

薄場橋改築
うすば

ＪＲ白川橋梁（上り・
下り）改築

しらかわ

新世安橋改築
しんよやす

ＪＲ白川第一橋梁改築

しらかわだいいち

上村橋改築
うえむら

内牧橋改築

うちのまき

世安橋改築

よやす

白川橋改築

しらかわ

泰平橋改築

たいへい

長六橋改築

ちょうろく

川手橋改築
かわて

蓮台寺橋改築
れんだいじ

日暮橋改築
ひぐれ

津白橋改築
つしろ

下戸橋改築

しもと

跡ヶ瀬遊水地建設

車帰遊水地建設
くるまがえり

あとがせ

小倉遊水地建設

おくら

約1m

9/600付近

約1m

32/900付近

熊本県
整備計画策定区間

国 整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、直轄区間より上流から直接海へ放流できるように放水路を建設

するとともに、治水効果の及ばない放水路上流においては、河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、直轄区間上流に放水路の呑み口を建設し、そこから直接海に放水する放水路を建設する。
・放水路建設予定地から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の掘
削を行う。

●河道改修
・河道を約150万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約130万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。
・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。
・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●放水路建設
・延長約18km（内径約11m）、掘削量及び残土処理量約180万m3の放水路を建設する。

●留意事項
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。
・洪水を白川からバイパスさせ直接有明海に放水するため有明海に与える影響について確認する必要がある。

治水対策案④ 放水路（右岸ルート）＋放水路上流の河道の掘削（1/2）

18

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設

おくら

手野遊水地建設
ての

19

放水路の建設

瀬田堰改築

せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築

つくれ

迫玉岡堰改築

さこたまおか

上井手堰改築
うわいで

治水対策案④ 放水路（右岸ルート）＋放水路上流の河道の掘削（2/2）

•分流地点は、ダム
地点から分流させる
と相当規模の延長が
必要となり現実的な
案では無いことから、
下流の熊本市街部
の上流とする。坪井
川及び井芹川を避け
るため全線トンネル
河川とする。

上村橋

１～２m

約11m

約18km

32/400付近

国 整備計画策定区間

井芹川
坪井川

熊本市役所

熊本県庁
熊本駅

白川

放水路：Ｌ＝18km

直轄区間上流端

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



治水対策案⑤ 放水路（坪井川へ放水）＋放水路上流の河道の掘削＋坪井川の改修（1/2）

20

【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、直轄区間より上流から右岸側を並流する坪井川への放水路

の建設、坪井川の改修を行い、治水効果の及ばない放水路上流においては、河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安
全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、直轄区間上流に放水路の呑み口を建設し、そこから坪井川へ放水する放水路を建設する。
・放水路により流量が増加する坪井川において流下断面積が不足する箇所で河道の掘削を行う。
・放水路建設予定地から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の
掘削を行う。

●河道改修（白川）
・河道を約150万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約130万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●河道改修（坪井川）
・河道を約60万m3掘削する。 ・残土を約60万m3処理する。

●放水路建設
・延長約3km（内径約9m）、掘削量及び残土処理量約20万m3の放水路を建設する。

●留意事項
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。
・放水路が熊本市水道の水源（地下水）周辺を貫通するため、水源への影響について確認する必要がある。
・他河川に白川特有のヨナが流入するため河川環境への影響について確認する必要がある。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



明午橋改築

めいご

龍神橋改築

りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

車帰遊水地建設

くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設

あとがせ

小倉遊水地建設
おくら

手野遊水地建設
ての
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瀬田堰改築

せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築

つくれ

迫玉岡堰改築
さこたまおか

上井手堰改築

うわいで

治水対策案⑤ 放水路（坪井川へ放水）＋放水路上流の河道の掘削＋坪井川の改修（2/2）

坪井川の改修

•分流地点は、放水
路（右岸ルート）と同
じ熊本市街部の上流
とする。
•坪井川まで放水路
で分流し、その後は
坪井川を相当分改修
する。坪井川の改修
区間は、流下断面が
不足すると想定され
る井芹川合流点まで
とする。

上村橋

１～２m

熊本市の水道水源位置

32/400付近

放水路の建設

坪井川

井芹川

熊本県庁

白川

直轄区間上流端

熊本駅

熊本市役所

坪井川改修：Ｌ＝10km

放水路：Ｌ＝3km

熊本県
整備計画策定区間

国 整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



治水対策案⑥ 放水路（緑川へ放水）＋放水路上流の河道の掘削＋緑川の改修（1/2）

22

【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、直轄区間より上流から左岸側を並流する緑川水系加勢川への

放水路の建設、緑川・加勢川の改修を行い、治水効果の及ばない放水路上流においては、河道の掘削を行い、河川整備計画と同程
度の治水安全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、直轄区間上流に呑み口を建設し、そこから加勢川へ放水する放水路を建設する。
・放水路により流量が増加した緑川・加勢川において流下断面積が不足する箇所で河道の掘削を行う。
・放水路建設予定地から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の掘
削を行う。

●河道改修（白川）
・河道を約150万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約130万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●河道改修（緑川）
・河道を約160万m3掘削する。 ・残土を約160万m3処理する。

●放水路建設
・延長約9km（内径約8m）、掘削量及び残土処理量約50万m3の放水路（圧力管方式）を建設する。

●留意事項
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。
・放水路が熊本市水道の水源（地下水）周辺を貫通するため、水源への影響について確認する必要がある。
・他河川に白川特有のヨナが流入するため河川環境への影響について確認する必要がある。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



明午橋改築
めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設

おくら

手野遊水地建設
ての
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放水路の建設

瀬田堰改築
せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

迫玉岡堰改築
さこたまおか

上井手堰改築
うわいで

緑川・加勢川の改修

治水対策案⑥ 放水路（緑川へ放水）＋放水路上流の河道の掘削＋緑川の改修（2/2）

•分流地点は、直轄
区間上流端とする。
•熊本北バイパス地
下などを利用して加
勢川まで放水路で分
流する。
•その後は加勢川・緑
川を相当分改修する。

上村橋

１～２m

熊本市の水道水源位置

32/400付近

国 整備計画策定区間

緑川

加勢川

熊本市役所

熊本県庁熊本駅

白川

直轄区間上流端

放水路
：Ｌ＝9km

緑川・加勢川改修：Ｌ＝16km

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



治水対策案⑦ 放水路（緑川へ放水：下流案）＋放水路上流の河道の掘削＋緑川の改修（1/2）

24

【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、直轄区間の主要な流下断面不足区間上流から左岸側を並流す

る緑川水系加勢川への放水路の建設、緑川・加勢川の改修を行い、治水効果の及ばない放水路上流においては、河道の掘削を行
い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、直轄区間の主要な流下断面不足区間上流に呑み口を建設し、そこから加勢川へ放水する放
水路を建設する。

・放水路により流量が増加した緑川・加勢川において流下断面積が不足する箇所で河道の掘削を行う。
・放水路建設予定地から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の掘
削を行う。

●河道改修（白川）
・河道を約160万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約140万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある6堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●河道改修（緑川）
・河道を約70万m3掘削する。 ・残土を約70万m3処理する。

●放水路建設
・延長約7km（内径約9m）、掘削量及び残土処理量約40万m3の放水路を建設する。

●留意事項
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。
・他河川に白川特有のヨナが流入するため河川環境への影響について確認する必要がある。

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

車帰遊水地建設

くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設

あとがせ

小倉遊水地建設
おくら

手野遊水地建設
ての
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放水路の建設

瀬田堰改築

せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築

つくれ

迫玉岡堰改築
さこたまおか

上井手堰改築

うわいで

緑川・加勢川の改修

治水対策案⑦ 放水路（緑川へ放水：下流案）＋放水路上流の河道の掘削＋緑川の改修（2/2）

•分流地点は、直轄
区間における橋梁の
改築をさけるため、
下流の流下能力不
足区間の上流とする。
•国道３号地下などを
利用して加勢川まで
放水路で分流する。
•その後は加勢川・緑
川を相当分改修する。

渡鹿堰改築
とろく

上村橋

１～２m

32/400付近

国 整備計画策定区間

加勢川

熊本市役所

熊本県庁熊本駅

直轄区間上流端

放水路：Ｌ＝7km

緑川・加勢川改修
：Ｌ＝10km

緑川

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、黒川遊水地の増設、河道の掘削を行い、河川整備計画と同程

度の治水安全度を確保する。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に河川整備計画で整備する遊水地に加え、新たに遊水地を建設する。
・河口から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の掘削を行う。
・遊水地は、地役権方式では必要な治水効果が得られないことから、掘込式とする。

●河道改修
・河道を約170万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約150万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を５箇所設置する。
・約700万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。
・残土を約690万m3処理する。
・約140haの用地買収を行う。

●留意事項
・土地所有者の理解や地域との合意形成を図る必要がある。
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。

治水対策案⑧ 黒川遊水地＋河道の掘削（1/2）
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※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



明午橋改築
めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設
おくら

手野遊水地建設
ての

黒川遊水地
（増設）
約40ha

黒川
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治水対策案⑧ 黒川遊水地＋河道の掘削（2/2）

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・下り）改築

しらかわ

渡鹿堰改築

とろく

１～２m

黒川遊水地
（増設）
約40ha

８～９m

7/400付近

国 整備計画策定区間

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、中流部に遊水地の増設、河道の掘削を行い、河川整備計画と

同程度の治水安全度を確保する。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、白川中流部に遊水地を建設する。
・中流部遊水地建設予定地から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河
道の掘削を行う。

・遊水地は、地役権方式では必要な治水効果が得られないことから、掘込式とする。

●河道改修
・河道を約140万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約120万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を6箇所設置する。
・約1200万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約10万m3行う。
・残土を約1200万m3処理する。
・約230haの用地買収を行う。

●留意事項
・土地所有者の理解や地域との合意形成を図る必要がある。
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。

治水対策案⑨ 中流部遊水地＋遊水地上流の河道の掘削（1/2）

28

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



龍神橋改築

りゅうじん

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設

おくら

手野遊水地建設
ての

白
川

中流部遊水地
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治水対策案⑨ 中流部遊水地＋遊水地上流の河道の掘削（2/2）

白
川

瀬田堰改築
せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築

つくれ

迫玉岡堰改築
さこたまおか

上井手堰改築
うわいで

２８／６００遊水地
約60ha

上村橋

１～２m

３０／２００遊水地
約70ha２８／６００遊水地

約60ha

５～６m

32/400付近

明午橋改築
めいご

吉原橋改築
よしはら

国 整備計画策定区間

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、地役権方式による黒川遊水地の増設、河道の掘削を行い、河川

整備計画と同程度の治水安全度を確保する。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に河川整備計画で整備する遊水地に加え、新たに地役権方式の遊水地を建設する。
・河口から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の掘削を行う。

●河道改修
・河道を約200万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約180万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある8堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を８箇所設置する。
・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約20万m3行う。
・残土を約410万m3処理する。
・約130haの用地買収を行う。
・約310haの地役権補償を行う。

●留意事項
・土地所有者の理解や地域との合意形成を図る必要がある。
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。
・広範囲の農地に土地利用の制限がかかることについて影響を確認する必要がある。

治水対策案⑩ 黒川遊水地（地役権方式）＋河道の掘削（1/2）

30

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



31

跡ヶ瀬遊水地建設

車帰遊水地建設
くるまがえり

あとがせ

小倉遊水地建設
おくら

手野遊水地建設
ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

瀬田堰改築
せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築

つくれ

迫玉岡堰改築
さこたまおか

上井手堰改築
うわいで

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・下り）改築
しらかわ

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

治水対策案⑩ 黒川遊水地（地役権方式）＋河道の掘削（2/2）

渡鹿堰改築
とろく

上村橋

１～２m

１～２m

32/400付近

7/400付近

国 整備計画策定区間

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、黒川遊水地群の有効活用、河道の掘削を行い、河川整備計画

と同程度の治水安全度を確保する。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に河川整備計画で整備する遊水地の掘削・拡大を行う。
・河口から立野ダム建設予定地間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も優位と想定される河道の掘削を行う。
※遊水地は、地役権方式では必要な治水効果が得られないことから、掘込式とする。

●河道改修
・河道を約170万m3掘削する。
・築堤を約20万m3行う。
・残土を約150万m3処理する。
・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置及び３箇所改築する。
・約680万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約10万m3行う。
・残土を約670万m3処理する。
・約120haの用地買収を行う。

●留意事項
・土地所有者の理解や地域との合意形成を図る必要がある。
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。

治水対策案⑪ 黒川遊水地群の活用＋河道の掘削（1/2）
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※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである



明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築

よしはら

黒川
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治水対策案⑪ 黒川遊水地群の活用＋河道の掘削（2/2）

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・下り）改築
しらかわ

車帰遊水地建設
くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設
おくら

手野遊水地建設

ての

無田遊水地
むた

小野遊水地
この

内牧遊水地
うちのまき

渡鹿堰改築
とろく

１～２m

面積拡大
範囲

小倉遊水地の活用
・面積拡大約7ha

内牧遊水地の活用
・掘削

小野遊水地の活用
・掘削

跡ヶ瀬遊水地の活用
・掘削
・面積拡大約5ha

面積拡大範囲
車帰遊水地の活用
・掘削
・面積拡大約5ha

面積拡大範囲

無田遊水地の活用
・掘削
・面積拡大約3ha

面積拡大範囲

7/400付近

国 整備計画策定区間

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、雨水貯留施設、雨水浸透施設を設置し、水田等の保全（機能の

向上）を行う。これによる治水効果が不足する分については、河道の掘削により、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。
・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・流域内の学校（校庭）、公園、農業用ため池に雨水の貯留を行い、家屋を対象とした雨水浸透施設を設置するとともに水田の保全（機
能の向上）を行い、河川のピーク流量の低減を図る。

・河口から立野ダム建設予定地までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、河道の掘削を行う。

●河道改修
・河道を約190万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約170万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある8堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●流域対策
・公園や学校（校庭）を対象として雨水貯留施設を153箇所新設するとともに、雨水用排水路等の整備を行う。

また、流域内の２７箇所のため池を活用し、雨水の貯留を行う。
・雨水浸透施設の整備として家屋約84千戸に浸透升の設置を行う。
・水田約55km2を対象に、落水口への堰板の設置、畦畔かさ上げを行い、機能向上を行う。

●留意事項
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。
・流域対策については関係者の理解と協力が必要である。

治水対策案⑫ 河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田の保全
（機能の向上）（1/3）
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※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである
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車帰遊水地建設

くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設
おくら

手野遊水地建設
ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

瀬田堰改築
せた

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

迫玉岡堰改築

さこたまおか

上井手堰改築
うわいで

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築

じゅうはちぐち

■：水田

治水対策案⑫ 河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田の保全
（機能向上）（2/3）

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

約55km2 約２０千枚
◆白川流域における水田

対策面積 備考
利用可能面積 55km2 約20千枚

※利用可能面積は，水田面積に畦畔を除いた本地率と作付
け率を乗じて推計．

※水田面積は国土数値情報を基に推計．

◆白川流域における宅地
対策面積 備考

宅地×建坪率40% 10.95km2 約84千戸
計 10.95km2
※宅地面積は国土数値情報を基に推計．
※家屋数はH20住宅・土地統計調査を基に推計．

■：非浸透域

渡鹿堰改築

とろく

上村橋

１～２m

１～２m

32/400付近

7/400付近

国 整備計画整備区間

三本松堰改築

さんぼんまつ

ＪＲ白川橋梁（上り・
下り）改築

しらかわ

熊本県
整備計画整備区間

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

27ため池

104

48

箇所数

公園

学校（校庭）

27ため池

104

48

箇所数

公園

学校（校庭）

※学校：小学校、中学校、高等学校、大学
※公園：市町村提供資料より
※ため池：市町村提供資料より

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

※水田枚数は代表区域を設定し推計．
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■：水田

◆白川流域における水田
対策面積 備考

利用可能面積 55km2 約20千枚

※利用可能面積は，水田面積に畦畔を除いた本地率と作付
け率を乗じて推計．

※水田面積は国土数値情報を基に推計．

◆白川流域における宅地
対策面積 備考

宅地×建坪率40% 10.95km2 約84千戸
計 10.95km2
※宅地面積は国土数値情報を基に推計．
※家屋数はH20住宅・土地統計調査を基に推計．

■：非浸透域

治水対策案⑫ 河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田の保全
（機能向上）（3/3）

流域内の宅地部に浸透マスを設置

校庭

降雨

雨水幹川
雨水貯留施設のイメージ

流域内の学校・公園に雨水貯留施設を設置

ため池への雨水貯留

流域内の水田の畦班の嵩上げ

水田等の保全(機能の向上)のイメージ

浸透マスのイメージ

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

27ため池

104

48

箇所数

公園

学校（校庭）

27ため池

104

48

箇所数

公園

学校（校庭）

※学校：小学校、中学校、高等学校、大学
※公園：市町村提供資料より
※ため池：市町村提供資料より

※水田枚数は代表区域を設定し推計．





【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、河道の掘削を行う。また、中流域で集落が点在する箇所におい

ては輪中堤の築造、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行い、河川整備計画と同程度の治
水安全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・河口から中流部までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も安価と想定される河道の掘削を行う。
・小集落を洪水はん濫から防御するため、中流部から立野ダム建設予定地間において、輪中堤、宅地かさ上げ、ピロティ建築の中で
安価な対策として想定される輪中堤による対策を行うとともに、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用
規制を行う。

●河道改修
・河道を約190万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約170万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●輪中堤の整備、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置及び土地利用規制
・家屋部について輪中堤を整備し、それ以外の箇所については堤防をそのまま存置（部分的に低い堤防として）し、

その周辺の遊水機能を有する土地の保全及び土地利用規制を行う。

●留意事項
・土砂搬出に伴う交通への影響及び土捨場の確保について確認する必要がある。
・輪中堤及び土地利用規制については関係者の理解と協力が必要である。

37

治水対策案⑬ 河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能を有する土地の保全＋部分
的に低い堤防の存置＋土地利用規制（1/2）

※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである
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車帰遊水地建設
くるまかえり

跡ヶ瀬遊水地建設
あとがせ

小倉遊水地建設

おくら

手野遊水地建設
ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・下り）
改築

しらかわ

馬場楠堰改築
ばばくす

津久礼堰改築

つくれ

河道の掘削

薄場橋架け替え

ＪＲ橋架け替え
（上下線）

十八口堰改築

三本松堰改築

治水対策案⑬ 河道の掘削＋輪中堤＋遊水機能を有する土地の保全＋部
分的に低い堤防の存置＋土地利用規制（2/2）

渡鹿堰改築
とろく

上村橋

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

１～２m

１～２m

輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い堤防

遊水機能を有する
土地の保全区域

遊水機能を有する
土地の保全区域

32/400付近

7/400付近

国 整備計画策定区間

熊本県
整備計画策定区間

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない



【治水対策案の概要】
■河川整備計画の河道改修・黒川遊水地群の建設を実施するとともに、雨水貯留施設、雨水浸透施設を設置、水田等の保全（機能の向上）を行う。

これによる治水効果が不足する分については、河道の掘削を行う。また、中流域で集落が点在する箇所においては輪中堤の築造、遊水機能を有
する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。

・河川のピーク流量を低減させるために、支川黒川に黒川遊水地群を建設する。
・河川の流下断面積が不足する箇所において、築堤、河岸掘削、旧堤撤去を行う。
・流域内の学校（校庭）、公園、農業用ため池に雨水の貯留を行い、家屋を対象とした雨水浸透施設を設置するとともに水田の保全（機能の向上）を

行い、河川のピーク流量を低減させる。
・河口から中流部までの区間において、流下断面積が不足する箇所で、コスト的に最も安価と想定される河道の掘削を行う。
・小集落を洪水はん濫から防御するため、中流部から立野ダム建設予定地間において、輪中堤、宅地かさ上げ、ピロティ建築の中で安価な対策とし

て想定される輪中堤による対策を行うとともに、遊水機能を有する土地の保全、部分的に低い堤防の存置、土地利用規制を行う。

●河道改修
・河道を約190万m3掘削する。 ・築堤を約20万m3行う。
・残土を約170万m3処理する。 ・流下阻害となっている3橋の改築を行う。
・河道の掘削により影響のある3橋の改築を行う。 ・河道の掘削により影響のある5堰の改築を行う。

●遊水地
・遊水地を４箇所設置する。 ・約420万m3の掘削を行う。
・周囲堤の築堤を約9万m3行う。 ・残土を約410万m3処理する。
・約100haの用地買収を行う。

●流域対策
・公園や学校（校庭）を対象として雨水貯留施設を153箇所新設するとともに、雨水用排水路等の整備を行う。

また、流域内の２７箇所のため池を活用し、雨水の貯留を行う。
・雨水浸透施設の整備として家屋約84千戸に浸透升の設置を行う。
・水田約55km2を対象に、落水口への堰板の設置、畦畔かさ上げを行い、機能向上を行う。

●輪中堤の整備、遊水機能を有する土地の保全及び土地利用規制
・家屋部について輪中堤を整備し、それ以外の箇所については堤防をそのまま存置（部分的に低い堤防として）し、

その周辺の遊水機能を有する土地の保全及び土地利用規制を行う。

●留意事項
・土砂搬出に伴う交通への影響、土捨場の確保について確認する必要がある。
・流域対策については関係者の理解と協力が必要である。
・輪中堤及び土地利用規制については関係者の理解と協力が必要である。

治水対策案⑭ 河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田の保全（機能の向上）＋

輪中堤＋遊水機能を有する土地の保全＋部分的に低い堤防の存置＋土地利用規制（1/2）
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※各治水対策案の概要に示す概算工事数量は河川整備計画に位置づけられた河道改修等の概算工事数量が含まれる

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである
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車帰遊水地建設

くるまがえり

跡ヶ瀬遊水地建設

あとがせ

小倉遊水地建設

おくら
手野遊水地建設

ての

明午橋改築

めいご

龍神橋改築
りゅうじん

吉原橋改築
よしはら

三本松堰改築
さんぼんまつ

薄場橋改築
うすば

十八口堰改築
じゅうはちぐち

ＪＲ白川橋梁（上り・
下り）改築

しらかわ

馬場楠堰改築

ばばくす

津久礼堰改築
つくれ

河道の掘削

薄場橋架け替え

ＪＲ橋架け替え
（上下線）

十八口堰改築

三本松堰改築

◆白川流域における水田
対策面積 備考

利用可能面積 55km2 約20千枚

※利用可能面積は，水田面積に畦畔を除いた本地率と作付
け率を乗じて推計．

※水田面積は国土数値情報を基に推計．

◆白川流域における宅地
対策面積 備考

宅地×建坪率40% 10.95km2 約84千戸
計 10.95km2
※宅地面積は国土数値情報を基に推計．
※家屋数はH20住宅・土地統計調査を基に推計．

■：非浸透域

治水対策案⑭ 河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田の保全（機能向上）＋輪

中堤＋遊水機能を有する土地の保全＋部分的に低い堤防の存置＋土地利用規制（2/2）

渡鹿堰改築

とろく

上村橋

■：水田

河道の掘削

薄場橋架替

ＪＲ白川橋梁架替
（上り・下り）

十八口堰改築

三本松堰改築

１～２m

１～２m

輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い堤防

輪中堤のイメージ

輪中堤

遊水機能を有
する土地の保全

部分的に低い堤防

遊水機能を有する
土地の保全

遊水機能を有する
土地の保全

32/400付近

7/400付近

国 整備計画策定区間

熊本県
整備計画策定区間

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

学校
公園
学校
公園

学校

公園

ため池

27ため池

104

48

箇所数

公園

学校（校庭）

27ため池

104

48

箇所数

公園

学校（校庭）

※学校：小学校、中学校、高等学校、大学
※公園：市町村提供資料より
※ため池：市町村提供資料より

※各治水対策案の立案にあたっては関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

※水田枚数は代表区域を設定し推計．



概略評価による治水対策案の考え方 第12回今後の治水対策のあり方に関する有識者会議「参考資料4」の抜粋

41



概略評価による治水対策案の抽出

【治水対策案の抽出の方針】

今回提示した複数の治水対策案（１４案）について、各グループ内で最も妥当な案を抽
出する。

比較はコストを重視し、安価な対策案を選定する。

同程度のコストと想定される場合は、対策に伴う新たな補償（用地買収、家屋移転、橋
梁等の改築）が少なく、できるだけ不確定要素を含まない対策案を選定する。

●河川整備計画：立野ダム＋河道改修＋黒川遊水地群

●グループ１：洪水を安全に流下させる案（①～⑦）

●グループ２：できるだけ洪水を河道外に貯留する案（⑧～⑪）

●グループ３：できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案（⑫）

●グループ４：洪水氾濫に対して家屋被害を防ぐ案（⑬）

●グループ５：できるだけ雨水の河川への流出を抑制したうえで、洪水氾濫に対して家

屋被害を防ぐ案（⑭）
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概略評価による治水対策案の抽出

概略評価による抽出

治水対策案（実施内容） 概算事業費

（億円）
判定 不適当と考えられる評価軸とその内容

河川整備計画 約1,000

○

×

×

×

×

×

×

約1,200

コスト

実現性

①に比べてコストが高い

補償戸数約800戸の移転が必要となり、地域社会へ

の影響が大きい

①に比べてコストが高い

①に比べてコストが高い

⑤
放水路（坪井川へ放水）＋
河道の掘削＋坪井川の改
修

約1,400
コスト

実現性

①に比べてコストが高い

熊本市の水道水源付近を貫通するため水源への影
響が考えられる

⑥
放水路（緑川へ放水）＋河
道の掘削＋緑川の改修

約1,500
コスト

実現性

①に比べてコストが高い

熊本市の水道水源付近を貫通するため水源への影
響が考えられる

⑦
放水路（緑川へ放水：下
流）＋河道の掘削＋緑川
の改修

約1,400 コスト ①に比べてコストが高い

コスト

コスト

約2,500

約1,600

約3,700

① 河道の掘削

② 引堤

③ 堤防かさ上げ

④
放水路（右岸ルート）＋河
道の掘削

【１ 洪水を安全に流下させ
る案】
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概略評価による治水対策案の抽出

概略評価による抽出

治水対策案（実施内容） 概算事業費

（億円）
判定 不適当と考えられる評価軸とその内容

×

×

×

○

○

○

○

約1,300 コスト ⑪に比べてコストが高い

⑨
白川中流遊水地＋河道の
掘削

約1,300 コスト ⑪に比べてコストが高い

⑩
黒川遊水地（地役権方式）
＋河道の掘削

約1,300
コスト

実現性

⑪に比べてコストが高い

約310haの土地所有者との調整が必要となり理解を

得るのに時間を要する

⑪
黒川遊水地群の活用＋河
道の掘削

約1,200

【３ できるだけ雨水の河川
への流出を抑制する案】

⑫
河道の掘削＋雨水貯留施
設＋雨水浸透施設＋水田
等の保全（機能の向上）

精査中

【４ 洪水はん濫に対して家
屋被害を防ぐ案】

⑬

河道の掘削＋輪中堤＋遊
水機能を有する土地の保
全＋部分的に低い堤防の
存置＋土地利用規制

精査中

【５ できるだけ雨水の河川
への流出を抑制したうえで、
洪水氾濫に対して家屋被害
を防ぐ案】

⑭

河道の掘削＋輪中堤＋遊
水機能を有する土地の保
全＋部分的に低い堤防の
存置＋土地利用規制＋雨
水貯留施設＋雨水浸透施
設＋水田等の保全（機能
の向上）

精査中

⑧ 黒川遊水地＋河道の掘削

【２ できるだけ洪水を河道
外に貯留する案】
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